
（別紙３）

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 20 （回答者数） 18

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

中学生のテスト対策勉強会を開催したり、
学習の方法から支援できるように考える。

2

平日、時間が確保できるときにいつも同じ公園ではなく、
様々な経験ができるようにする。

3

見学するだけではなく、事前学習や家族で調べることで
自分の生活とどのようにかかわっているかなども知ってもら
えるように工夫する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

同一法人ないの事業所の交流や、地域へのイベントに参加す
ることは継続し、当事業所が外部に向けたイベント(地域の方
が参加できるような)を開催できるような知識をつける。

2

3

○事業所名 smile up ながお

○保護者評価実施期間 令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年4月25日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域との交流することが難しい。 イベント等に参加しなければ地域交流が難しい。

バリアフリー化がされていない。
段差が少しある。入口が狭い。トイレが狭い等

借りている店舗なのでどこまでできるのか等を貸主と確認を行
わなければならない。

学習支援のプログラムが充実している 一人ひとりに対して個別の学習プログラムを作っている

運動療育では体育館や公園等で行っている 体育館を月に数回借りている

SSTに繋がる社会見学等が充実している ⾧期休み等を利用して色々な社会見学を実施している

事業所における自己評価総括表公表


